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　中学生バスケットボールの「2007 下呂市長杯 益田カップ」
が1月6日、7日の2日間、下呂体育館と下呂中学校体育館を会
場に開催され、男女各12チームが参加しました。
　市内からは小坂、萩原南、下呂、竹原、金山の5校の中学校
が参加。選手たちはスピード感あふれるプレーでコートを駆
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新春から猛ダッシュ
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■
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
の
開
館

を
目
指
し
「
南
飛
騨
総
合
健
康
ア

リ
ー
ナ
（
仮
称
）」
の
建
設
に
平

成
19
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。

　

同
ア
リ
ー
ナ
は
、
下
呂
観
光
会

館
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
、
公
式
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面

（
公
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
３

面
）
が
取
れ
る
広
さ
を
持
ち
、
各

種
会
議
、
集
会
時
に
は
固
定
席
・

可
動
席
を
利
用
し
最
大
３
千
人
が

収
容
で
き
る「
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
」

と
固
定
席
８
０
０
人
の
「
多
機
能

ホ
ー
ル
」を
複
合
し
た
施
設
で
す
。

大
規
模
な
会
議
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
誘
致
し
、
下
呂
温
泉

街
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

■
「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

　

本
施
設
は
、
市
民
と
観
光
客
の

交
流
や
に
ぎ
わ
い
を
広
げ
る
拠
点

と
し
て
、
ま
ち
全
体
が
元
気
に
な

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て―

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ(

仮
称) 

ま
ち
の
「
元
気
」
の
中
枢
に

　

市
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
国
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」
事
業
の
採
択
を
受
け
、
下
呂
温
泉
街
を
中
心
と
し

た
観
光
地
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
客
と
市
民
が
互
い
に

交
流
し
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）」

を
中
心
に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
行
わ
れ
る
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

多目的アリーナ　各種スポーツが楽しめるア
リーナ。２階に観覧席もあるのでコンサート
や展示会もＯＫです。

棚田テラス　音楽やダンスの練習、ミニコン
サート、創作展示など、市民が「ふだん使
い」できる段々状テラスと多機能空間「まめ
Pod」を用意。
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る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
内
の
ア
リ
ー
ナ
と
ホ
ー
ル

の
間
に
は
、
棚
田
の
地
形
を
取
り

入
れ
た
交
流
拠
点
「
棚
田
テ
ラ

ス
」
を
設
け
ま
す
。
テ
ラ
ス
に
は

市
民
や
観
光
客
の
交
流
の
種
を
育

て
る
、
ス
タ
ジ
オ
や
ア
ト
リ
エ
と

い
っ
た
「
ま
め
Ｐポ

ッ

ド

ｏ
ｄ
」(

元
気

の
種)

を
配
置
し
、
文
化
芸
術
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
研
修
や
会

議
な
ど
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
、
交
流
を
は
ぐ
く
む
場
に
し

て
い
き
ま
す
。

■
市
民
が
つ
く
る
ア
リ
ー
ナ

　

施
設
の
設
計
で
は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
利
用

者
や
施
設
の
提
供
者
の
立
場
に

な
っ
て
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
手
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
で
き

あ
が
っ
た
施
設
が
よ
り
利
用
し
や

す
く
、
愛
さ
れ
親
し
み
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
で
す
。

　

今
後
は
、
施
設
の
管
理
運
営
に

も
市
民
参
加
を
得
な
が
ら
、
市
民

と
共
に
ア
リ
ー
ナ
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【事業概要】
敷地面積　約 20,000 ㎡　
駐  車  場　200 台
延床面積　約 10,000 ㎡
総事業費　約 58億円

※
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

city.gero.lg.jp/H
P/grant/index.

htm
l

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

出
前
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

市
で
は
ア
リ
ー
ナ
を
含
め
34
の

テ
ー
マ
で
、
市
職
員
が
地
域
に
出
か

け
市
の
方
針
や
現
状
と
課
題
な
ど
を

説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画
部
秘
書

広
報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

南飛騨総合健康アリーナ ( 仮称 ) 外観

　南飛騨総合健康アリーナ（仮称）の
建設は、旧下呂町の第四次総合計画
に基づき平成 14年３月に策定された
「まちの未来構想」によって計画が練
られ、各種団体等への建設説明会や住
民参画の協議を経て基本計画が合併前
に策定されました。
　合併後、市では基本計画をもとに
検討を進め、平成 17年３月に策定し
た「下呂市第一次総合計画」の実施計
画に盛り込みました。平成 17年度か
らは専門家や各種団体の代表者ら 25
人でつくる「南飛騨総合健康アリーナ
( 仮称 ) 建設検討委員会」や公募した
市民でつくる「ワークショップ」を立
ち上げ、設計者も加わり設計内容など
を詰めてきました。

集客・情報発信拠点として期待集客・情報発信拠点として期待
　全国的な個人消費などの伸び悩み
や、旅行形態の多様化などにより、市
の主要産業である観光産業は低迷して
います。下呂温泉では平成２年度に
１６５万人に達した宿泊客数は平成
16年度には１０２万人に減少してい
ます。観光客・宿泊客の増加は、観光
産業をはじめとする市の経済発展に大
きな効果をもたらします。
　市では下呂温泉の宿泊能力を有効に
活用し、アリーナに全国規模の大会や
会議などの誘致を進めることで、下呂
温泉を含め市内への入り込み客数の増
加を図り、訪れた人たちに下呂市の魅
力を紹介することで、リピータ層や口
コミ客の増加を図る考えです。

※下呂観光会館　
建設から３３年が経過。老朽化が著しく、

空調設備など多額の改修費が迫られる状態

となっていました。（18年度で取り壊し）

※下呂体育館　
毎年全国規模のバレーボールやバスケット

ボールの大会が開催され約４千人が訪れて

います。建設から３２年が経過。老朽化が

目立ち、観覧席や会議室も無いなど、新た

な大会の誘致はもちろん、現在行われてい

る大会の継続も難しくなってきています。

多
機
能
ホ
ー
ル　

一
流
の
プ
ロ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
創
作
発
表
の
場
に
も
使
え
ま
す
。

これまでの経緯これまでの経緯
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活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て―

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ(

仮
称) 

　

南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
で
は
、
設
計
や

運
営
に
市
民
の
思
い
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

て
「
一
緒
に
つ
く
ろ
う
」、
開
館
後
の
運
営
に

も
積
極
的
に
市
民
が
参
加
で
き
る
「
協
働
の

芽
を
育
て
あ
お
う
」、
そ
し
て
「
ま
ち
を
元
気

に
し
よ
う
」
を
目
標
に
、
平
成
17
年
９
月
か

ら
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
市
民
と
設
計
や
舞
台
の
専
門

家
、
市
職
員
。
こ
れ
ま
で
施
設
の
ね
ら
い
や

カ
タ
チ
づ
く
り
（
設
計
）
な
ど
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｗ
Ｓ
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

田口享平さん（75歳）

向田恵子さん（43歳）

河村力三さん（52歳）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
聞
く

南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ

視察先では、施設の各所に使う側、
観る側の視点が取り入れられてお
り「なるほど」と感心しました。
先進地の事例やＷＳの思いが設計
に生かされたのでは。市民の文化
やスポーツの交流拠点としてまち
の活性化につなげたいです。

自分の小さな気づきが設計に生か
されるのがＷＳの大きな魅力で
す。プロの方から助言を受けなが
ら、私は見た目だけではなく、使
う人の身になった使い勝手のいい
もの。身障者にもやさしい施設に
と訴えました。設計の細かいとこ
ろに思いが詰まっています。

何十億もの予算を伴う一大イベン
ト。市民として知らないのはいけ
ないと参加しました。いろんな意
見がありますが、みんなまちを良
くしたいという共通点がありま
す。市民一人ひとりが何らかの形
でかかわれたらと思います。

私
た
ち
の
提
案

　

私
た
ち
は
下
呂
の
ま
ち
全
体
を

元
気
に
し
よ
う
と
、
こ
の
施
設
づ

く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
」

や
「
交
流
人
口
を
増
や
す
」
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
、
市
民
が
気
軽

に
使
え
る
「
棚
田
テ
ラ
ス
」
を
提

案
し
、
ホ
ー
ル
、
ア
リ
ー
ナ
を
含

め
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
内
容
や
使
わ
れ

方
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
「
棚
田
テ
ラ
ス
」
は
、
建
設
地

の
棚
田
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
。
市
民
が
日
常
的
に
使
え
る

練
習
室
や
和
室
な
ど
交
流
の
種
を

育
て
る
「
ま※

め
Ｐ
ｏ
ｄ
」
と
呼
ば

れ
る
諸
室
を
設
け
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
は
当
初
多
目
的
な
も
の

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
意
見
で
ホ
ー
ル
の
形
態
そ
の
も

の
も
含
め
て
音
楽
に
比
重
が
移
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
と
言
っ
て
も
い
い
も
の
と

な
り
、
か
つ
演
劇
や
講
演
会
な
ど

多
機
能
に
使
え
る
仕
様
と
し
ま
し

た
。

※
ま
め
Ｐ
ｏ
ｄ―

元
気
を
意
味
す
る

「
ま
め
」
に
、「
Ｐ
ｏ
ｄ
（
繭
、
さ
や
）」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

設
計
に
市
民
の
思
い
を

　

Ｗ
Ｓ
は
多
数
決
で
何
か
を
決
め

て
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

意
見
を
出
し
合
い
、
ま
と
め
、
発

表
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
毎
回

経
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
本
音
が
そ
の

場
で
出
せ
ず
、
話
が
後
戻
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
音
の
部

分
が
聞
き
た
く
て
や
っ
て
い
る
の

で
、
衝
突
だ
と
か
対
立
が
あ
っ
て

も
構
わ
な
い
の
で
す
。

設計やワークショップを担う

㈱日本設計ほかの皆さん

大
事
な
の
は

対
話
の
密
度

設
計
チ
ー
ム
（
㈱
日
本
設
計
）
の
声
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かわらばん「まめタかわらばん「まめタネネ」」
　ワークショップで
は活動状況を伝える
かわらばん「まめタ
ネ」を発行していま
す。「まめタネ」は
市のホームページや
各振興事務所、建設部建設課まち
づくり推進室でも入手できます。

参加しませんか！参加しませんか！
　ワークショップは毎回テーマに
沿って簡単な作業や話し合いをし
ながら意見やアイデアをまとめ、
楽しく提案づくりをしています。
現在は施設の管理運営を検討中で
す。市民なら誰でも自由に参加で
きます。詳しくはまちづくり推進
室（☎ 52-2000）まで。

田口裕司さん（37歳）

赤梅尚子さん（50歳）

ＷＳでは物事を前向きにとらえ、
お互いの意見を尊重し合うことが
大切です。市の財政や施設の運営
を考えると、自分の思いと責任と
の狭間で葛藤も。ＷＳを通じてま
ちづくりを幅広く勉強しました。
市は情報を常に発信し、市民も関
心を持つことが大事です。

設計者や専門家に自分たちの思い
をぶつけて答えが返ってくる。Ｗ
Ｓは非常にいいやり方です。今後
は体育や文化、観光などの団体が
協力・連携して、この施設をどの
ように使っていくかが肝心だと思
います。

細江隆司さん（51歳）

　

私
た
ち
は
、
全
員
が
満
足
す
る

と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
起
こ
り
え

な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
対

話
の
プ
ロ
セ
ス
。
そ
の
密
度
が
ど

れ
だ
け
取
れ
た
か
だ
と
思
う
の
で

す
。
設
計
者
は
Ｗ
Ｓ
で
出
た
意
見

を
受
け
止
め
、
試
案
を
つ
く
っ
て

は
さ
ら
に
Ｗ
Ｓ
に
ぶ
つ
け
ま
し

た
。
設
計
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
出
さ
れ
た

意
見
は
す
べ
て
ま
じ
め
に
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
メ
ン

バ
ー
の
意
見
が
十
分
に
生
か
さ
れ

た
設
計
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
人
づ
く
り
が
大
切

　

ど
ん
な
建
物
に
す
る
か
と
い
う

「
設
計
」
に
対
す
る
話
を
終
え
、

現
在
は
建
物
を
ど
う
使
っ
て
い
く

か
と
い
う
「
管
理
運
営
」
の
話
を

し
て
い
ま
す
。
設
計
の
段
階
で
は

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

望
型
の
意
見
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
は
「
も
っ
と
違
う
使
い

方
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
使

う
側
で
工
夫
し
て
や
ろ
う
と
い
う

意
見
が
多
く
な
り
、
話
し
合
い
の

中
で
、
メ
ン
バ
ー
が
「
建
物
だ
け

で
解
決
で
き
る
こ
と
は
な
い
」
こ

と
に
気
づ
け
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
建
設
は
、
ソ
フ
ト

（
運
営
を
は
じ
め
と
し
た
人
づ
く

り
）
と
ハ
ー
ド
（
建
物
づ
く
り
）

の
両
輪
が
か
み
合
っ
て
、
は
じ
め

て
成
功
す
る
は
ず
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
積
極
的
に
Ｗ
Ｓ
や
今

後
の
運
営
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で
こ
の

施
設
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

図面ができあがる過程が見えたこ
とで、ＷＳの参加者には施設は身
近なものになったと思います。施
設は作っただけではお客は呼べま
せん。運営には多くの市民の協力
と知恵とアイデアが必要です。

※「設計チーム」は、（株）日本設計、まち楽房（有）、（株）シアターワークショップ
による、建築設計、まちづくり、劇場の「専門家」がメンバーとなっています。
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●
写
真
Ａ

高
質
空
間
形
成
事
業

　
　
　
　
　
（
平
成
16
〜
20
年
度
）

　

下
呂
駅
を
中
心
と
し
て
温
泉
街

へ
通
じ
る
主
要
市
道
の
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
、
歩
行
者

が
温
泉
街
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
み
な

が
ら
歩
け
る
美
し
い
道
路
景
観
を

つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

〔
整
備
区
域
・
・
・
森
96
号
線
、

阿
多
野
谷
沿
線
、
森
１
号
線
〕

●
写
真
Ｂ

都
市
計
画
街
路
三
原
〜

小
川
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
（
平
成
16
〜
20
年
度
）

　

下
呂
地
区
南
端
の
市
道
三
原
小

川
線
で
は
、
少
ヶ
野
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
に
よ
り
国
道
41
号
線
か
ら
の

通
行
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

改
良
事
業
に
よ
り
、
道
路
を
直
線

化
し
て
２
車
線
に
拡
幅
す
る
と
と

も
に
歩
道
の
設
置
な
ど
で
、
安
全

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

〔
整
備
区
域
・
・
・
三
原
小
川
線
〕

●
写
真
Ｃ

し
ら
さ
ぎ
緑
地
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
平
成
16
〜
20
年
度
）

　

下
呂
温
泉
の
中
心
部
を
流
れ
る

飛
騨
川
の
河
原
を
、
観
光
客
や
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
温
泉
街
の
河
原

を
散
策
ル
ー
ト
、
親
水
空
間
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
園
と
し

て
整
備
を
図
り
ま
す
。

〔
整
備
区
域
・・・
湯
之
島
河
川
敷
、

幸
田
河
川
敷
、小
川
河
川
敷
、少
ヶ

野
河
川
敷
〕

※
昨
年
７
月
の
梅
雨
前
線
に
伴
う

大
雨
で
、
整
備
間
も
な
い
親
水
公

園
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

復
旧
に
向
け
一
部
は
年
度
内
に
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

ＢＢ

ＣＣ

ＤＤ 活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て―

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
は
、
前
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
た
「
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ(

仮
称)

」
の
建

設
の
ほ
か
に
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
進
め
、
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
へ

親
水
公
園
や
道
路
修
景
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化ＪＲ高山本線少ヶ野踏切に直線で結ばれる三原小川線

排水性のカラー舗装（車道）とバリアフリー化が進む温泉街の歩道

（森・阿多野谷沿い）

ＡＡ
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●
写
真
Ｄ

公
営
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
平
成
17
〜
18
年
度
）

　

親
水
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
る

し
ら
さ
ぎ
緑
地
に
隣
接
す
る
道
添

住
宅
（
小
川
地
内
）
の
建
替
え
に

よ
り
、
優
れ
た
住
環
境
の
中
で
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
若

い
世
代
の
定
住
促
進
を
目
指
し
ま

す
。

〔
道
添
住
宅
・・・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
４
階
建
て
、
16
戸
、
駐
車
場
〕

　市営「道添住宅」が３月に完成します。新しい住宅は鉄筋コンクリート４階

建 16戸。入居者募集についての概要は以下のとおりです。

▼募集開始　３月１日より（入居開始は５月１日の予定）

▼住戸タイプ　16 戸  （2DK ＝ 8戸・3DK ＝ 8戸）

▼入居要件　所得月額（年間総
　　　　　　所得より各種所得
　　　　　　控除を差し引いた
　　　　　　額）などの要件が
　　　　　　ありますので、詳
　　　　　　細はお問い合わせ
　　　　　　ください。

　　　－申込・問合先－
　　　　　建設部建設課
　　　　　☎52-2000（内線215）

道添住宅 ３月末完成　入居者募集は３月１日から

間取り図　2DK（左）と 3DK（右）

観光客や市民の憩いの場として整備されたしらさぎ緑地（幸田河川敷）

間もなく完成する道添住宅（小川地内）
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○
土
地
や
建
物
、
立
木
を
売
っ
た
人
は
、

売
買
契
約
書
や
売
買
に
か
か
っ
た
経
費
の

内
訳
と
領
収
書

※
収
用
や
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
て
い
る

場
合
は
、
事
前
に
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
保
護
と
、
確
定
申
告
支
援
機

器
の
導
入
に
よ
り
、
地
区
相
談
は
廃
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
農
業
所
得
の
申
告

　

農
業
所
得
の
申
告
に
は
準
備
が
必
要
で

す
。
農
業
所
得
標
準（
農
業
の
簡
易
計
算
）

が
平
成
18
年
分
の
申
告
か
ら
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
農
家
の
方
は
、
収
入
と
支
出
の

実
額
計
算
が
必
要
で
す
。
農
業
所
得
計
算

を
行
う
前
に
、
領
収
書
、
各
種
伝
票
、
営

農
口
座
等
を
よ
く
確
認
し
、
帳
簿
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
会
場

市
役
所
下
呂
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

市
役
所
萩
原
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会
室

小
坂
振
興
事
務
所
１
階
事
務
室（
相
談
室
）

金
山
振
興
事
務
所
１
階
ロ
ビ
ー

馬
瀬
中
央
公
民
館
２
階
小
会
議
室

▼
休
日
の
受
付
（
９
時
〜
16
時
）

下
呂
・
萩
原
会
場―

２
月
18
日
（
日
）・

25
日
（
日
）・
３
月
４
日
（
日
）・
11
日
（
日
）

小
坂
・
金
山
・
馬
瀬
会
場―

３
月
４
日（
日
）

■
申
告
の
時
必
要
な
も
の

　

申
告
相
談
へ
は
、
印
鑑
の
ほ
か
、
次
の

も
の
を
準
備
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
昨
年
中
の
総
収
入
や
経
費
の
内
訳
等
を

確
認
で
き
る
帳
簿
、
伝
票
領
収
書
な
ど

○
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本

○
税
金
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
本
人
名

義
の
口
座
番
号

申
告
は
正
し
く

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

お
早
め
に

2
月

16
日
（
金
）~

3
月

15
日
（
木
）

期限間際になりますと、窓口は大変混雑し
ますので、お早めに申告してください。

　

新
し
い
年
も
明
け
、
ま
も
な
く
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時

期
と
な
り
ま
す
。
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

正
し
い
申
告
と
納
税
は
私
た
ち
の
義
務
で
あ
り
、
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。

自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

※
地
区
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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■
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

▼
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
下
呂
市
に

住
ん
で
い
て
、
事
業
所
得
か
ら
報
告
さ
れ

る
給
与
以
外
の
収
入
（
農
業
・
不
動
産
所

得
）
が
あ
り
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い

人
は
、住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
住
民
税
の
申
告
書
は
、
国
民
健
康
保
税

の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
申
告
さ
れ
な

い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
告
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
所
得
の
確
定
が
で
き

な
い
た
め
、
所
得
証
明
の
発
行
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
所
得
が
な
い
、
あ
る
い
は
所

得
が
少
な
い
場
合
で
も
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

　

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
給
与
所
得
に
な

り
ま
す
。
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
の
場

合
、
配
偶
者
（
扶
養
）
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

配
偶
者
の
パ
ー
ト
収
入
額
が
１
０
３
万

円
以
上
１
４
１
万
円
を
超
え
な
い
場
合

は
、配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

控
除
額
は
収
入
金
額
に
応
じ
て
段
階
的
に

変
わ
り
ま
す
。

※
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
は
、
所
得
税

と
基
礎
控
除
の
金
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
年
収
が
93
万
円
を
超
え
る
と
住
民
税

が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
申
告
書
は
２
月
上
旬
に
お
手
元

に
届
き
ま
す
。

※
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
下
呂
市
役

所
税
務
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
市
民
生

活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

別
紙
「
知
っ
て
お
き
た
い
身
近
な
税

金
の
し
く
み
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税

▼
申
告
が
必
要
な
人

　

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
般
の
人
の
場
合

○
平
成
18
年
分
の
所
得
合
計
額
が
、
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
土
地
、
家
屋
ま
た
は
山
林
な
ど
を
譲
渡

し
た
人

○
山
林
を
伐
採
し
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
収

入
が
あ
っ
た
人

給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合

○
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
金
額

が
、
２
千
万
円
を
超
え
る
人

○
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
、
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

○
１
か
所
の
給
与
の
ほ
か
に
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
、

20
万
円
を
超
え
る
人

○
同
族
会
社
の
役
員
や
家
族
で
、
そ
の
法

人
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、

賃
借
料
、
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
人

そ
の
他

○
平
成
18
年
の
途
中
で
退
職
し
た
後
、
就

職
せ
ず
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

○
年
末
調
整
後
に
扶
養
が
増
え
た
人

○
予
定
の
納
税
を
し
て
い
る
人

▼
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
人
で
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
を
除
い
て
10
万
円
以
上
、
も
し

く
は
18
年
分
の
所
得
金
額
の
５
％
の
い
ず

れ
か
少
な
い
方
の
額
を
超
え
た
金
額
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
超
え
た
金
額
が
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
住
宅
取
得
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
・
増
改
築
し
た
と
き
は
一

定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

確定申告の
お問い合わせは
市民部税務課

☎ 24-2222　内線 139 , 140

高山税務署

☎ 0577-32-1020

申告は正しくお早めに

青色申告者の方へお願い 青色申告をされる方で、記帳などについての相談は、税理
士・税務署の相談日、または商工会までお出かけください。

住宅取得控除説明会
２月　９　日（金）13:30 ～ 15:30 下呂市民会館２階大会議室

２月１３日（火）13:30 ～ 15:30 星雲会館　天慶の間

高山税務署職員による申告相談
２月２６日（月）10:00 ～ 16:00 市役所萩原庁舎選挙管理委員会室

２月２７日（火）10:00 ～ 15:30 市役所下呂庁舎１階ロビー

税理士による
無料申告相談

2 月 19日（月）～ 21日（水）
10時～ 12時、13時～ 16時

場所）市役所下呂庁舎１階ロビー
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少ヶ野つつじヶ丘公園に

山野草・花木の植栽を

し、整備する。

竹原川の草刈、ゴミ拾

い、看板の設置を行い、

川の自然を守る。

（下呂地域）

竹 原 川 を 守 る 会

（下呂地域）

梅花藻（バイカモ）を中

心とした昔からの生物の

ために、周りの整備に子

どもたちとともに取り組

む。

（萩原地域）

野上湧水の里を守る会

少 ヶ 野 里 山 の 会

県道湯屋線、通称はなも

も街道の沿道修景事業と

して、ハナモモの植栽を

行い、魅力ある地域づく

りを目的とする。

（小坂地域）

飛騨小坂はなももを育てる会

親子のきずなを深めるた

め、プロの音楽・演劇な

どの鑑賞会を開催する。

（全域）

益 田 子 ど も 劇 場

地域住民と高齢者クラブ

員が交通安全をＰＲし、

子どもたちの生活環境を

見守るボランティア活動

を行う。

（下呂地域）

森高砂会交通安全プラチナ会

夏の金山町イベントに合

わせて、盆ちょうちんを

通り沿いの軒先に飾り、

本町通りのイベント効果

アップを図る。

（金山地域）

本 町 発 展 会

地域住民と高齢者クラブ

員が交通安全をＰＲし、

子どもたちの生活環境を

見守るボランティア活動

を行う。

（下呂地域）

学童の登下校時の安全パ

トロール、独居老人宅の

訪問パトロールなどを行

い、地域の協調と活性化

を促進する。

（小坂地域）

大垣内防犯防災支援隊

長寿会交通安全プラチナ会

乗政獅子舞保存会の指導

により、子どもたちの放

課後や週末の時間を利用

して、伝統文化である獅

子舞の練習・発表を行う。

（下呂地域）

乗政子ども獅子舞保存会

安全 産業振興

教育

環境

●一覧の見方
事業を行っ
た団体名

事業の内容
や目的など

事業の対象と
なった地域

　

限
ら
れ
た
予
算
、
人
材
の
な
か
で
、
よ
り
住
み
よ
い
下
呂
市
に
し

て
い
く
に
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
企
画
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
は
平
成
17 
年

度
に
「
下
呂
市
地
域
振
興
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
は
次
の
29
件
を
支
援
し
ま
し
た
（
１
月
20
日
現
在
）。

■補助を受けられる団体
　補助金の交付を受けられるのは市内に活動拠点を置
く団体です。政治活動、宗教活動もしくは営利活動を
行うものは対象となりません。
■補助対象となる事業
　①地域振興、地域活性化を目的とした事業
　②単年度で実施される事業
■補助対象となる経費
　事業に必要な経費から、団体が自ら負担すべき経費
を控除した経費とします。
■補助金額
　補助対象経費の５分の４以内（限度額 20万円）
■申請方法
　所定の様式となります。下記までお尋ねください。
■申請の受付開始日
　３月１日（事業実施の１カ月前までに申請を）
■問い合わせ先
　各振興事務所市民生活課（下呂振興事務所は管理課）

平成19年度下呂市地域振興事業補助金のご案内

を

や
る
気

応
援
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「道の駅～飛騨金山ぬく

もりの里温泉駅・かれ

ん」で、イルミネーショ

ンを設置し、集客と活性

化を図る。

（金山地域）

盛 年 会

クラッシックコンサート

を開催し、魅力ある温泉

街づくりに貢献する。

貴重な文化遺産を保存す

るため、明治23年に建

設された門和佐の舞台

「白雲座」の書割（舞台

背景）をレプリカで作製。

（下呂地域）

白雲座歌舞伎書割レプ
リカ製作実行委員会

（下呂地域）

市民の健康づくりを目的

に講演会を開催し、太極

拳の実演と来場者の体験

講座も行う。

（萩原地域）

南飛騨太極拳研究会

下呂温泉ゆのまちプロム
ナードコンサートの会

郷土出身で、江戸時代中

期に宮中絵師として活躍

した武川維章の作品を公

開し、文化遺産に対する

理解や関心を高める。

（小坂地域）

郷土の文化遺産を守る会

こいのぼりを吹流し、国

道４１号を走る多くの県

内外の方々に、下呂市及

び萩原の地域の和、活性

化をアピールする。

（萩原地域）

中呂・花池有志会

羽根地区の子どもたちに

太鼓の面白さを知っても

らい、仲間意識を高める

とともに健全な人格形成

を図る。

乗政獅子舞保存会の指導

により、子どもたちの放

課後や週末の時間を利用

して、伝統文化である獅子

舞の練習・発表を行う。

（下呂地域）

乗政子ども獅子舞保存会

下呂市芸能祭コンサート

を開催し、芸術への意識

を高め、発展保存に努め

る。

（全域）

下呂国際音楽同好会

市内の中学校・高校・一

般の吹奏楽団体が一堂に

会する演奏会を催し、文

化交流と音楽技術の向上

を図る。

（全域）

下呂市民吹奏楽団

下呂市の伝統的な地域文

化を再発見し、地域に根

ざした文化を創造するた

め、講演会を開催する。

（全域）

ま し た む ら 工 房

（萩原地域）

羽 根 太 鼓 保 存 会

御前山への登山者が増加

する中、滝やかんがい用

水跡を活用した新ルート

を整備し、多彩な登山を

楽しんでもらう。

（萩原地域）

上 村 御 前 山 を 愛
す る 会「 孤 明 塾 」

多様な植生が見られる小

坂サイクリングロード沿

線で、樹木への関心を深

めてもらうため、名称プ

レートを取り付ける。

（小坂地域）

小 坂 サ イ ク リ ン グ
ロ ー ド を 守 る 会

点在する「しだれ桜」を

PRすることにより、萩

原町を訪れる交流人口の

増加を図る。

（萩原地域）

萩原しだれ桜の会

小坂浄化センターに隣接

したきこり公園の利用推

進するため、灯籠（とう

ろう）の修理とイベント

の開催を行う。

（小坂地域）

小坂Ｂ・Ｉクラブ

空家対策で「いきいき交

流サロン」を持続創設

し、市民の力で活性化を

促す。

（萩原地域）

特定非営利法人サン・はぎわら

県指定天然記念物・苗代

桜の良好な保全を図り、

自然環境を生かした新た

な観光地作りを行う。

（下呂地域）

苗 代 桜 を 守 る 会

飛騨小坂にある216箇所

の滝の中から、案内人が

引率でき、案内する価値

のある滝を選定し、コー

スを設定する。

（小坂地域）

飛騨小坂滝めぐり実行委員会

長年途絶えていた中切地

区での夏祭り(盆踊り大

会)を復活させて、地域

の活性化と世代間の交流

を深める。

（金山地域）

中 切 飛 翔 会

地域おこし、町おこしの

一環として、三輪車によ

る８時間耐久レースを開

催。町（地域）の元気を

全国に発信する。

（萩原地域）

み ず ぐ る ま

文化振興

地域振興
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下
呂
市
消
防
出
初
め
式
が
１
月
４
日

か
ら
６
日
、
各
地
域
で
方
面
隊
ご
と
に

行
わ
れ
、
消
防
団
員
約
１
０
０
０
人
が

参
加
し
、
防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

出
初
め
式
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ホ
ー

ル
な
ど
を
会
場
に
方
面
隊
ご
と
で
開
か

れ
、
式
典
で
は
団
員
の
表
彰
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
知
事
表
彰
以
上
の
受
賞
者

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
県
知
事
表
彰
】

▽
特
別
功
労
章　
（
金
山
）
岩
佐
鋭
夫

▽
永
年
勤
続
功
労
章　
（
小
坂
）
森
哲

士
、（
馬
瀬
）
山
本
正
道
、
中
川
範
彦
、

（
萩
原
）
戸
谷
穣
、（
下
呂
）
奥
田
一
成

▽
勤
続
功
労
章　
（
萩
原
）
青
木
孝
浩
、

青
木
隆
之
、
熊
﨑
武
、
奥
田
昭
久
、（
小

坂
）
熊
崎
雅
夫
、（
下
呂
）
今
井
克
哲
、

河
原
克
也
、
斎
藤
明
広
、（
金
山
）
佐

古
成
彦
、
池
戸
靖
典
、（
馬
瀬
）
小
池

直
喜
、
水
口
満
、
見
廣
誠

▽
功
労
章　
（
萩
原
）
伊
藤
篤
也
、
奥

田
昭
久
、
金
子
幸
成
、
熊
﨑
長
司
、
奥

田
和
彦
、（
小
坂
）
田
中
吉
文
、大
石
久
、

二
村
哲
行
、大
森
克
也
、勝
川
直
人
、（
下

呂
）
裁
規
人
、
斎
藤
明
広
、
松
田
和
幸
、

田
口
宏
、
都
竹
良
栄
、
今
井
秀
幸
、（
金

山
）
神
戸
肇
、
河
尻
眞
寿
男
、
土
屋
清

春
、
谷
田
部
武
一
、（
馬
瀬
）
細
江
敦
、

藤
澤
友
治
、
杤
洞
浩
孝
、
二
村
豊
彦

【
総
務
部
・
総
務
課
】

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に

平
成
19
年
消
防
出
初
め
式

平成 18 年度の電源立地地域対策交付金を受けて、つぎの事業を実施しました。

事業総額　9,971 万円　　交付総額　9,240 万円

◇国土交通省関係事業
　《事業総額　4,794 万円　　交付総額　4,380 万円》
・小坂町大垣内線側溝修繕工事
・松ヶ瀬池端線交差点改良工事
・幸田２号線舗装修繕工事
・渡祖師野線側溝修繕工事
・前山与市野線側溝修繕工事

◇その他関係事業
　《事業総額　5,177 万円　　交付総額　4,860 万円》
・消防ポンプ自動車購入事業（西上田）
・小型ポンプ積載車購入事業（金山・馬瀬）
・下呂テニスコート改修工事

平成１８年度　電源立地地域対策交付金事業報告

写真上／萩原方面隊の市中行進
（1月 5日）　下／下呂方面隊の
表彰の様子（1月 4日）

電源立地地域対策交付金とは
発電用施設の設置・運転の円滑化を図るた
め、発電用施設などが所在する市町村が行
う公共施設の整備や住民福祉の向上に対
する事業への交付金で、電源立地地域の活
性化を図るものです。

下呂テニスコート改修工事（森）
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市政ニュース市政ニュース

　

市
で
は
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、「
下
呂
市
国
民
保
護
計
画
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
保
護
法
と
は
、
近
年
世

界
中
で
多
発
し
て
い
る
テ
ロ

行
為
や
、
海
外
か
ら
の
武
力

攻
撃
事
態
な
ど
か
ら
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

２
０
０
４
年
に
成
立
し
た
法
律

で
す
。

　

下
呂
市
国
民
保
護
計
画
は
、

こ
れ
ら
の
事
態
が
発
生
し
た
と

き
に
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
の
措

置
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
の
連

携
に
基
づ
い
た
情
報
収
集
や
情

報
伝
達
、
避
難
の
方
法
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
有
識
者
か
ら
な
る
下
呂
市

国
民
保
護
協
議
会（
委
員
20
名
）

を
組
織
し
て
意
見
を
伺
う
と
と

も
に
、
岐
阜
県
と
の
協
議
を
経

て
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
担
当
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
３
４
）

　
【
総
務
部
・
危
機
管
理
担
当
】

下
呂
市
国
民
保
護
計
画
を
作
成
へ

有
事
に
備
え
て

　

11
月
15
日
か
ら
12
月
19
日
ま

で
計
４
回
、
金
山
、
小
坂
、
下

呂
、
萩
原
の
４
地
域
で
、
市
と

市
医
師
会
、
市
薬
剤
師
会
と
の

共
催
に
よ
る
「
糖
尿
病
予
防
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
補
助
を
受
け
、

「
下
呂
市
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
こ
の
講
演
会
で
は
、
こ
こ
数

年
話
題
と
な
っ
て
る
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
や
糖

尿
病
に
つ
い
て
、
県
立
下
呂
温

泉
病
院
の
奥
村
内
科
部
長
（
写

真
右
端
）
か
ら
、
市
内
の
住
民

健
診
の
結
果
な
ど
を
基
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
会
場
で
延
べ
３
２
５
人
が

参
加
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
講
演
を
聞
く
参
加
者
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
学
ぶ

糖
尿
病
予
防
講
演
会

☆３位

「飛騨牛ブナシメジ冷菜」

－材料（２人分）－
飛騨牛 200g、ブナシメジ
200g、グリーンアスパラ4本、
トマト（中）1個、グリーン
ピース適宜、インゲン適宜、
クレソン適宜、レモンまたは
パプリカ適宜、コンソメスー
プ 400cc、ゼラチン 5g

－作り方－

① 飛騨牛、ブナシメジ、グリーンアスパラ、

　 グリーンピース、インゲン、トマトはさっ

　 とゆでる。

② トマトの皮をむく。

③ 上記の材料を 1cm 角に切る。

④ コンソメスープとゼラチンをレンジで 1

　 分間溶かし、1時間冷やす。

⑤ ③の材料とゼリーを合わせる。。

⑥ 皿に盛り、クレソンと細く切ったレモン

　 またはパプリカを添える。

⑦ お好みのドレッシング等をかけて完成。

　　　　作者・今井良子さん（萩原町尾崎）

小坂地域での講演会（12 月 6日）

表彰
■平成18年度
　調理師関係功労者
厚生労働大臣表彰（調理師制度
功労者）　熊崎孟夫さん（萩原
町尾崎）

南飛騨温泉無料開放
今月は９日･ 16 日
　下呂市温泉施設協議会による
「南飛騨温泉無料開放」が、昨
年 12月から今年 2月まで行わ
れています。2月の実施日は 9
日と 16 日。以下の施設の入浴
料が無料となります。
実施施設―ゆったり館、道の温
泉駅かれん、クアガーデン、美
輝の里、しみずの湯、ひめしゃ
がの湯
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1

　小坂町湯屋の冨士神社で、恒例の「寒粥

まつり」がどんど焼きに併せて行われまし

た。湯屋温泉の鉱泉で炊いた縁起物のお粥

が振舞われ、参拝客が体を温めました。

　１月６日、７日、５地域で成人式が行われ、久しぶりに会っ

た友人とともに、二十歳の門出を祝いました。それぞれの会

場では、地元新成人が企画した催しで盛り上がりました。

粥
食
べ
無
病
息
災

湯
屋
温
泉
・
寒か

ん
が
ゆ粥

ま
つ
り

思い出発掘
小坂保卒・新成人

　前日小坂地域の成人式に出席した小坂

保育園の卒園者が、14 年前に園内に埋め

たタイムカプセルを掘り出しました。

笑
顔
も
華
や
ぐ
成
人
式

新
成
人
・
市
内
で
４
５
８
人

【写真：下呂地域、会場はエーピク】

7
1

7
1
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2312

野尻地区で恒例の「ど

んど焼き」が行われ、

地元の老若男女約300

人でにぎわいました。

馬瀬武道館で少年剣道

教室の「けいこ始め」

が行われ、50 人が汗

を流しました。

萩原町中呂地区で江戸

時代から伝わる「数珠

繰り」が行われ、無病

息災が祈られました。

市内の有志らが、下呂

駅前に高さ９㍍のジャ

ンボ門松を作製。観光

客の目を奪いました。

「下呂市スキーの集い」

が高山市一之宮町で開

かれ、100人がスキー、

スノーボードを楽しみ

ました。

下呂温泉合掌村で ｢新

春鏡開き ｣ が行われ、

芸妓さんが観光客に酒

を振舞い、好評でした。

小坂中・１０７人

　小坂中学校で 30年以上続く「百人一首大会」が行

われ、全校生徒が参加しました。クラスごとでの予

選の後決勝が行われ、各クラスの強豪が集まったグ

ループでは、上の句の冒頭文が読まれるやいなや「は

い」と取り札をたたく掛け声が上がっていました。

筆に思いを込めて
金山・東第一小

　金山町祖師野の東第一小学校で、全校児

童 75 人が書初めをしました。３年生以上

の児童は、毛筆で新年の抱負や希望などを、

真剣な表情で半紙にしたためました。

9
1

81

10
1141

21

21

141

これやこの～
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◆海　　　                        小川洋子

◆美丘　　　　  　             石田衣良

◆死顔                                 吉村昭

◆真鶴                              川上弘美

◆馬琴の嫁           　　   　  群ようこ

◆雷神の筒                 　    山本兼一

◆不当買収   　　　　  　　 　江上剛

◆失われた町                 　 三崎亜記

◆書店繁盛記              　　  田口久美子

◆覚えていない                         佐野洋子

◆奸婦にあらず        　     諸田玲子

◆生かされて。イマキュレー・イリバギザ

◆腐蝕生保㊤㊦        　　　　 高杉良

◆おんぶにだっこ     　さくらももこ

◆金メダルへの道      　     荒川静香

◆セブン・パワーズ  アレックス・ロビラ

◆風林火山①風の巻  　    　 大森寿男

◆ラストワンマイル   　      　楡周平

◆使命と魂のリミット     　 東野圭吾

◆タルドンネ　月の町         岩井志麻子

◆キレイを仕事にしたい  日本実業出版社

◆もう一席うかがいます  古今亭志ん朝

◆香淳皇后と激動の昭和  工藤美代子

◆若者はなぜ 3年で辞めるのか   城繁幸

◆まだ生きている―我が老後―  佐藤愛子

◆螺鈿迷宮（らでんめいきゅう）  海堂尊

◆忙しいときのカンタン晩ごはん  村田裕子

◆北前船の事件はやぶさ新八御用旅   平岩弓枝           

◆カマキリの雪予想 ’06ベストエッセイ集

 　　　　　　 日本エッセイスト・クラブ編 

◆子どもにやさしい重曹使いこなし生活術２２３

  　　　　　　　　　　　重曹暮らし研究会  

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

2 月の絵本の読み聞かせ

２月10日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

２月24日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

２月24日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

◎  

不
正
ア
ク
セ
ス 

「
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
勝
手
に
送
金
さ
れ
た
」

「
個
人
情
報
が
取
ら
れ
、
身
に
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト
の
利
用

を
請
求
さ
れ
た
」
な
ど
の
ほ
か
、
金
融
機
関
等
の
正
規
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
見
せ
か
け
て
個
人
情
報
を
だ
ま
し
取
る
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
）
や
個
人
情
報
を
盗
み
出
す

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
）
も
あ
り
ま
す
。

◎  

出
会
い
系
サ
イ
ト

「
援
助
交
際
で
金
を
稼
ぐ
よ
う
に

言
わ
れ
、
不
特
定
の
男
性
と
み
だ

ら
な
行
為
を
さ
せ
ら
れ
た
」

「
知
り
合
っ
た
相
手
に
撮
ら
れ
た

写
真
を
ば
ら
ま
く
と
脅
さ
れ
、
お

金
を
要
求
さ
れ
た
」

◎  

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺

「
落
札
し
て
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
」

「
送
ら
れ
て
き
た
商
品
が
壊
れ
て
い
た
、
粗
悪
品
で
あ
っ
た
」

～２月２日は、情報セキュリティの日です～

 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

１
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
も
の
を
避
け
、

定
期
的
に
変
更
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や
個
人
情
報
は
、
む
や
み
に
入
力

し
た
り
、
他
人
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
使
用
し
て
い
る
０
Ｓ
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
常
に

最
新
の
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
は
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

18
歳
未
満
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

５
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
取
引
は
、
相
手
を
よ
く
確
認
し
、
代
金

着
払
い
な
ど
の
安
全
な
方
法
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

６
、 

怪
し
い
サ
イ
ト
に
は
興
味
本
意
で
も
ア
ク
セ
ス
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

サイバー犯罪にご注意！！

今月
の
一冊

『歓喜する円空』　
　　　　　　       　梅原　猛　著

  「梅原生きるにあらず、円空わが

内にありて生きたり。」とまで言わ

せた、12万体におよぶ異形の神仏

像を彫った仏師・円空。その謎多

き生涯や、創造への歓喜あふれる

芸術性、深い宗教思想を読み解き

ながら、日本文化史上の重要人物

として位置付けている。  
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「
農
業
は
毎
年
結
果
が
出
る
が
、

林
業
は
長
期
戦
。
一
年
で
見
た

と
き
林
業
は
農
業
ほ
ど
緊
張
感

が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
緻
密

な
計
画
と
定
期
的
な
見
直
し
が

必
要
」
と
都
筑
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
抑
制
、
国
土

保
全
、
水
源
涵か
ん
よ
う養

、
景
観
の
面

な
ど
で
森
林
の
持
つ
重
要
性
は

よ
く
知
ら
れ
、
近
年
日
本
で
も

森
林
医
学
が
研
究
さ
れ
る
な
ど

森
林
に
寄
せ
る
期
待
は
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
木

材
価
格
の
低
迷
、
山
林
所
有
者

の
山
へ
の
関
心
の
薄
ら
ぎ
な
ど

か
ら
、
山
々
は
放
置
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

下
呂
市
森
林
管
理
委
員
会
で

は
、
林
業
を
森
林
整
備
、
木
材

流
通
、
森
と
く
ら
し
の
３
方
面

か
ら
と
ら
え
、
３
部
会
を
設
置

し
昨
年
７
月
の
発
足
以
来
、
18

回
の
部
会
と
７
回
の
全
体
会
を

開
き
、
委
員
15
人
が
山
林
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

 

「
多
様
な
山
林
の
機
能
（
価
値
）

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
貫
し

た
林
業
政
策
が
不
可
欠
。
行
政

は
担
当
者
が
定
期
的
に
変
わ
る

こ
と
か
ら
そ
れ
が
難
し
く
、
山

林
所
有
者
に
納
得
い
く
政
策
を

実
行
す
る
た
め
に
は
、
第
三
者

機
関
の
設
立
が
必
要
。
行
政
と

連
携
し
な
が
ら
、
森
林
経
営
を

機
能
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
づ
く

り
が
急
務
」
と
都
筑
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

 

「
日
本
で
自
給
自
足
で
き
る
の
は

米
と
木
材
。
木
材
の
中
国
輸
出

も
国
内
で
始
ま
っ
て
い
る
。
食

品
加
工
、
製
造
業
で
は
、
品
質
管

理
、
生
産
履
歴
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
て
当
た
り
前
。
林
業
も
、

生
産
履
歴
を
明
確
に
す
る
森
林

認
証
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
来

る
べ
き
チ
ャ
ン
ス
に
対
応
で
き
る

よ
う
今
か
ら
体
制
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
力
を
込
め
ま

す
。

 「
残
さ
れ
た
人
生
を
林
業
に
か
け

て
悔
い
は
な
い
」
と
森
林
再
生
復

活
に
熱
い
思
い
を
よ
せ
て
い
ま

す
。　
　

　

御
嶽
山
飛
騨
頂
上
（
標
高

２
８
０
０
㍍
）、
雲
の
上
に

五
の
池
小
屋
は
あ
る
。
こ
こ

は
登
山
者
が
休
憩
や
宿
泊
を

す
る
場
所
で
、
僕
は
こ
の
山

小
屋
の
管
理
を
毎
年
６
月
か

ら
10
月
ま
で
や
っ
て
い
る
。

　

山
小
屋
で
の
生
活
は
一
般

の
生
活
と
は
大
き
く
異
な
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
水
道
が
な

い
。
小
屋
で
使
う
水
は
小
屋

の
裏
側
に
わ
ず
か
に
流
れ
て

い
る
沢
水
や
、天
水
（
雨
水
）。

時
に
は
残
雪
を
ス
ト
ー
ブ
で

溶
か
し
て
生
活

に
必
要
な
水
を

確
保
す
る
。

　

電
気
は
当
然

な
く
、
発
電
機

で
自
家
発
電
を

し
て
い
る
。
発

電
機
の
燃
料
に

は
限
り
が
あ
り
、

小
屋
の
電
灯
も

夕
方
と
早
朝
の
、

食
事
を
取
る

わ
ず
か
な
時

間
し
か
点
灯

し
な
い
。
そ

れ
以
外
の
時

間
は
昔
な
が

ら
の
ラ
ン
プ

が
主
力
と
な

る
。
も
し
電
化
製
品
な
ど
が

あ
っ
た
と
し
て
も
こ
こ
で
は

ろ
く
に
使
え
な
い
の
だ
。

　

食
材
な
ど
の
物
資
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
輸
と
な

る
が
、
悪
天
候
に
よ
り
飛
べ

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
そ

ん
な
時
は
背
負
子
（
し
ょ
い

こ
）
で
食
材
を
自
分
で
担
い

で
運
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ボ
ッ

カ
（
歩
荷
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
生
活
は
《
な
い

な
い
尽
く
し
》
で
、
最
近
の

便
利
な
世
の
中
と
は
ま
っ
た

く
正
反
対
で
不
便
で
あ
り
、

衣
食
住
だ
け
で
精
一
杯
な
シ

ン
プ
ル
な
生
活
し
か
な
い
。

　

よ
く
知
人
か
ら
「
ど
う
し

て
そ
ん
な
山
の
高
い
と
こ
ろ

に
い
る
の
？
」
な
ど
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
う

し
て
な
の
か
、
僕
は
こ
の
生

活
を
10
年
近
く
も
続
け
て
い

る
…
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-7612-2458（業務専用）　http://www.gonoike.com

不
便
な
生
活
？

都
つづく

筑 千
ちひ ろ

尋さん
（７１歳・萩原町羽根）

森林づくりなど林業全般を協議し、
市へ提言する「下呂市森林管理委
員会」の委員長。日本林業経営者
協会理事などを務められています。

根元まで日がさしこむ都筑さんの森林で
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育
て
支
援
課

☎
52
・
２
９
０
０
（
内
線
５
２
１
）

県
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
を

募
集
し
ま
す

消
費
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
や

情
報
提
供
者
と
し
て
、「
岐
阜
県

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
」
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
小
坂
4

4

地
区
の
方
を
２
名

4

4

4

4

4

4

4

募
集
し
ま
す
の

で
、
応
募
く
だ
さ
い
。

業
務　

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報

の
提
供
、
そ
の
他
啓
発
活
動
な
ど

条
件　

18
歳
以
上
で
、
年
３
回
の

研
修
会
に
出
席
で
き
る
方
。

任
期　

今
年
６
月
か
ら
２
年
間

申
込
・
問
合
先　

観
光
商
工
部
商

工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
１
５
２
）

介
護
保
険
認
定
調
査
員
を

募
集

募
集
人
員　

１
名
（
嘱
託
職
員
）

勤
務
場
所　

萩
原
・
下
呂
地
域
の

保
育
園
バ
ス
添
乗
業
務
の

受
託
先
募
集

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
子

育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
今

ま
で
旧
町
村
や
園
に
よ
っ
て
対
応

が
異
な
っ
て
い
た
保
育
園
通
園
バ

ス
の
添
乗
業
務
を
、
市
で
行
う
よ

う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
で
は
、
市
内
で

子
育
て
支
援
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
地
域
ご
と

に
添
乗
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
希
望
す
る
団
体
個
々

に
説
明
し
、
決
定
し
て
い
く
予
定

で
す
。
事
業
の
実
施
に
参
加
の
意

思
の
あ
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
は
、

２
月
末
ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
子

調
査
を
実
施

資
格　

看
護
師
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
取
得

者
。
普
通
運
転
免
許
証
取
得
者
。

パ
ソ
コ
ン
で
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を

あ
る
程
度
を
使
え
る
方
。

提
出
書
類　

履
歴
書
、
住
民
票
、

取
得
資
格
証
明
書
の
コ
ピ
ー

募
集
期
間　

２
月
20
日
ま
で

※
申
込
方
法
、
勤
務
条
件
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
部
介

護
保
険
室　

☎
53
・
０
１
５
３

「
御
嶽
少
年
自
然
の
家
」
の

非
常
勤
専
門
職

募
集
人
員　

１
名

募
集
要
件　

平
成
19
年
４
月
１
日

現
在
満
30
歳
以
下
の
成
人
で
、
教

員
免
許
を
有
し
、
飛
騨
地
区
に
在

住
（
見
込
み
）
し
て
い
る
こ
と
。

登
山
・
ス
キ
ー
が
で
き
る
こ
と
。

勤
務
内
容　

当
所
を
利
用
す
る
学

校
な
ど
の
指
導
支
援
業
務
補
助

採
用
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日

募
集
締
切　

２
月
14
日

面
接
予
定
日　

２
月
20
日

※
申
込
方
法
、
勤
務
条
件
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

御
嶽
少
年
自
然

の
家
・
管
理
調
整
担
当

☎
62
・
３
６
５
５

　2月の時報　　朝　春よこい　　昼　早春賦　　夕　冬の夜

岐阜県後期高齢者医療広域連合の
設立について
75 歳以上（一定の障がいのある方は 65 歳以上）
の方を対象とした現在の「老人保健医療制度」が、平
成20年４月から「後期高齢者医療制度」に変わります。
「後期高齢者医療制度」の運営は全県的に行うことに
なります。そのため、平成 19年 2月 1日に、県内す
べての市町村が参加する広域連合を設立しました。
広域連合では、今後制度の開始に向け、原則県内均
一の保険料率の設定や、各市町村窓口と結んで給付事
務等を行う電算処理システムの構築などの準備を行っ
てまいります。

●お問い合わせは…
　　市民部市民課　☎24-2222（内線118）
　　県後期高齢者医療広域連合　☎ 058-388-5978

後期高齢者
（75 歳以上の方・
一定の障がいのあ
る65歳以上の方）

市町村

病院・
診療所等

国
、
県
な
ど

広域連合
　（県内すべての市町
村が共同で設立し、窓
　口以外の業務をま
　　とめて行う）

保
険
料

医
療
費
請
求

医
療
費
支
払 公

費
等

負担金

保険料

医療
サービス

一部
負担金

広域連合は、皆さんの保険料、国や県・
市町村からの負担金、若い世代からの交
付金を収入とし、医療にかかる残りの費
用を病院・診療所などに支払います。

【後期高齢者医療制度の仕組みと広域連合の役割】
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２月１日（木）
下呂温泉合掌村 2月公演「葵
政次一座」27 日まで。10 時
～、14 時～の 2 回公演。 問

☎ 25-2239

２月４日（日）
「馬瀬地域卓球フェスティバ
ル」8 時 30 分～、馬瀬体育
館で。問馬瀬教育室

２月１０日（土）
「市科学作品展」星雲会館で。
16 日まで。

２月１４日（水）
「田の神祭り」12 時～、森八
幡神社ほかで。国指定重要無
形民俗文化財。問観光課

２月１８日（日）
「市スキー大会」モンデウス
飛騨位山スノーパークで。
問教育委員会スポーツ課

２月２１日（水）
下呂温泉合掌村「無料開放」
22 日まで。村内の合掌の里
のみ。

２月２２日（木）
「益田ハートフル・コンサー
ト～お話を彩る音楽」19 時
30 分～、南飛騨はぎわら
十六館で。問☎ 25-2416（田
口）

２月２３日（金）
「十六館講演会」19 時～、南
飛騨はぎわら十六館で。益
田山ゆり園・蔵園清文園長
の講演。会費 100 円。 問 ☎
090-4862-4737（田口）

２月２４日（土）
下呂温泉合掌村「土雛まつり」
4 月 3 日まで。

２月２５日（日）
馬瀬川上流漁協主催「馬瀬川
上流あまご釣り大会」日の出
～。問☎ 47-2434

２月２５日（日）
南飛騨太極拳研究会主催「20
周年記念講演」12 時 30 分～、
星雲会館で。帯津三敬病院名
誉医院長・帯津良一氏の講演。
問☎ 55-0251（岸田）

　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の
２人以上のグループで。イベント名、郵便番号・
住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、はがき、
FAX、またはＥメールでお申し込みください。

■３月スキー＆ボードのつどいＩＮ濁河

日　時：3月 3日（土）、4日（日）
申込期間：1月 29 日～ 2月 16 日
参加費：2,000 円（1泊 2食・リフト代別）

■春スキー＆ボードＩＮチャオ

日　時：3月 17 日（土）、18 日（日）
申込期間：2月 13 日～ 3月 2日
参加費：2,000 円（1泊 2食・リフト代別）

〒 509-3111   小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659
　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/
　　　　　s27216/index.htm　

市
立
金
山
病
院
の

臨
時
職
員

募
集
人
員　

１
名

職
種　

看
護
助
手

年
齢　

50
歳
ぐ
ら
い
ま
で

申
込
・
問
合
先　

金
山
病
院
事
務

局　

☎
32
・
２
１
２
１

市
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

日
時　

２
月
25
日　

12
時
30
分
よ

り
受
付

場
所　

下
呂
体
育
館

参
加
料　

大
人
１
チ
ー
ム（
４
人
・

登
録
12
人
ま
で
）
１
０
０
０
円
、

小
学
生
１
チ
ー
ム
（
６
人
・
登
録

12
人
ま
で
）
５
０
０
円

※
２
月
中
旬
に
萩
原
、
小
坂
、
金

山
、
馬
瀬
の
各
地
域
で
練
習
日
を

設
け
る
予
定
で
す
。
日
程
等
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課

☎
52
・
２
９
０
０
（
内
線
５
３
２
）

食
育
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

子
育
て
講
演
会

子
ど
も
の
生
活
習
慣
や
食
育
に

つ
い
て
、
講
師
が
研
究
成
果
を
話

し
ま
す
。
入
場
無
料
。
託
児
あ
り
。

日
時　

２
月
10
日　

14
時
〜

場
所　

星
雲
会
館　

天
慶
の
間

講
演　

「
ゼ
ロ
歳
か
ら
の
免
疫
学

〜
子
ど
も
を
強
く
す
る
生
活
習

慣
」
講
師
・
東
京
医
科
歯
科
大
学

名
誉
教
授
・
藤
田
紘
一
郎
氏

問
合
先　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
52
・
２
９
０
０
（
内
線
５
４
２
）

寝
た
き
り
・
認
知
症

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

従
来
か
ら
障
害
者
手
帳（
身
体
・

知
的
・
精
神
・
戦
傷
病
等
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
所
得

税
・
地
方
税
法
上
の
障
害
者
控
除

ま
た
は
特
別
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
65

歳
以
上
で「
障
が
い
者
と
同
程
度
」

ま
た
は
「
寝
た
き
り
」
や
「
認
知

症
」
の
状
態
に
あ
る
場
合
、
福
祉

事
務
所
長
の
認
定
に
よ
り
税
法
上

の
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
申
請
に
基
づ
い
て
審

査
し
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

障
害
者
控
除
額―

所
得
税
27
万
円

／
住
民
税
26
万
円

特
別
障
害
者
控
除
額―

所
得
税

40
万
円
／
住
民
税
30
万
円

申
請
・
問
合
先　

健
康
福
祉
部
福

祉
課

☎
52
・
３
９
３
６
（
内
線
６
１
２
）

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
福
祉
担
当

窓
口

下呂市入札参加資格審査
申請は２月中に
平成 19年度から 21年度まで、市が
発注する物品等の買い入れやその他の
契約の入札等に参加を希望される場合
は、入札参加資格審査申請書を提出し
てください。

◆受付期間
　2月 1日～ 2月 28 日

◆提出方法
　下記へ持参・郵送で提出を

◆資格の有効期間
　平成 19 年 4月 1日から
　平成 22 年 3月 31 日まで

　【申込・問合先】
　　下呂市総務部管財課契約係
　　〒 509-2295　下呂市森 960 番地
　　（市役所下呂庁舎２階）
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下
呂
市
小
口
融
資
制
度
の

ご
案
内

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
岐
阜

県
信
用
保
証
協
会
の
追
認
に
よ
る

信
用
保
証
を
活
用
し
た
融
資
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

融
資
に
つ
い
て
は
、
市
の
審
査

会
や
信
用
保
証
協
会
の
審
査
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
方

が
融
資
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

利
用
い
た
だ
け
る
方　

市
内
の
店

舗
・
工
場
ま
た
は
事
業
所
で
、
1

年
以
上
同
一
事
業
を
営
む
従
業
員

が
20
名
以
下
の
法
人
及
び
個
人
。

資
金
の
用
途　

運
転
資
金
・
設
備

資
金

融
資
限
度
額　

１
事
業
所
あ
た
り

最
高
１
２
５
０
万
円

融
資
利
率　

平
成
18
年
度―

年
利

０
・
８
％
（
毎
年
変
動
し
ま
す
）

貸
付
期
間　

96
か
月
以
内

返
済
方
法　

一
括
返
済
ま
た
は
毎

月
均
等
返
済

担
保　

原
則
と
し
て
不
要

※
信
用
保
証
料
補
給
制
度
、
利
子

補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

ま
た
は
市
内
指
定
金
融
機
関

国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る

資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度
と

し
て
、国
民
生
活
金
融
公
庫
の「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

融
資
金
額
は
、
学
生
・
生
徒
１

人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
、
返

済
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

問
合
先　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

国
民
生
活
金
融
公
庫
岐
阜
支
店

☎
０
５
８
・
２
６
３
・
２
１
３
６

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

支
援
す
る
企
業
を
応
援

県
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

を
策
定
し
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立

で
き
る
職
場
環
境
整
備
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
う
事
業
主
に
対

し
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
奨

励
金
▽
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に

つ
い
て
一
定
の
利
用
実
績
が
あ
っ

た
場
合
に
交
付
し
ま
す
。（
１
事

業
所
40
万
円
）

②
育
児
休
業
期
間
中
の
経
済
支
援

奨
励
金
▽
事
業
主
ま
た
は
事
業
所

の
共
済
組
織
か
ら
育
児
休
業
中
の

従
業
員
に
対
し
て
金
銭
等
を
支
給

し
た
場
合
に
交
付
し
ま
す
。（
中

小
企
業
20
万
円
以
内
、
大
企
業

10
万
円
以
内
）

③
育
児
経
費
の
援
助
支
援
奨
励
金

▽
事
業
主
ま
た
は
事
業
所
の
共
済

組
織
か
ら
従
業
員
に
対
し
て
、
育

児
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経

費
の
助
成
を
行
っ
た
場
合
に
交
付

し
ま
す
。（
中
小
企
業
20
万
円
以

内
、
大
企
業
10
万
円
以
内
）

申
請
書
提
出
期
限　

２
月
28
日

申
請
・
問
合
先　

県
環
境
生
活
部

男
女
共
同
参
画
課

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

（
内
線
２
４
２
３
、２
４
２
４
）

金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

■
豆
ま
き

２
月
５
日　

10
時
30
分
〜

み
ん
な
で
鬼
退
治
を

し
よ
う
！

■
お
ひ
な
様
作
り

２
月
21
日
〜
３
月
１
日

か
わ
い
い
お
ひ
な
様
を
作
り
ま
す
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ

ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０（
亀
山
）

◇　
　

◇　
　

◇

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
風　

交
流
会

○
２
月
26
日
、
９
時
〜
12
時

○
下
原
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て

○
子
ど
も
の
服
な
ど
の
交
換
会
。
リ
サ
イ

　

ク
ル
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
先―

ほ
ほ
え
み
家
族

☎
０
９
０
・
２
３
４
６
・
２
４
２
２（
細
江
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

２
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分

日にち 会　　　場
9日（金）東公民館
14日（水）いきいきセンター
19日（月）健康館
23日（金）東公民館
28日（水）いきいきセンター
※19日は「親子で遊ぼう」。
絵本の読み聞かせやバルーン
遊びなどを企画しています。
子育て支援課 ☎ 52 ･ 2900

■今月の市税■
☆固定資産税　………第５期分

☆国民健康保険税　……２月分
●納期限は2月 28日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強化
策として、共同徴収を連携して実施して
います。

便利です
写真付き住基カード

　写真付き住基
カード（住民基
本台帳カード）
は、運転免許証などと同
様に、公的な証明書として利用で
きます。
　今年１月４日から、金融機関の
窓口において現金で 10 万円以上の
振込みをする場合には、本人確認
書類の提示が必要となっています
が、この場合にも住基カードが活
用できます。

●カードの交付、お問い合わせは
　市民部市民課まで
　　　　　☎ 24-2222（内線 112）

飛騨・世界生活文化センター

「キッズランド」開催
２月 17日、18日　10時～ 16時

遊具や体験コーナーで遊ぼう！
（入場無料）

主催）飛騨地域活性化推進協議会
☎ 0577-37-6117
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２月の
市民サロン
　(市長と語る日)
15日(木)9時～
　金山振興事務所
15日(木)13時30分～
　小坂振興事務所
20日(火)9時～
　馬瀬振興事務所
20日(火)13時30分～
　萩原振興事務所
※市長と面談されたい方
　は、各振興事務所市民
　生活課まで申込を。

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇南飛騨健康総合アリー
ナ ( 仮称 ) の概要が発
表されました。ワーク
ショップでは１年以上に
わたって市民の皆さんと
設計や舞台の専門家、行
政がそれぞれ夢や思いを
ぶつけてきました。でき
ること、できないことな
どお互いを理解しあった
皆さんには、納得感も感
じられました。しかし「問
題はこれから」という意
識も大きいようです。そ
れは「施設の運営」です。
いかに施設を活用し、ま
ちの活性化に役立てるか
が問われています。◇新
市のスポーツや文化の拠
点づくりには多くの市民
や各種団体の参加・協力
が欠かせません。下呂市
の一体感を高めるために
も市民の力の結集が求め
られています。（マ）

健
康
野
菜
を

育
て
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
ア
マ
ド
コ
ロ
や
ウ
コ

ン
、
ス
テ
ビ
ア
、
ア
シ
タ
バ
な

ど
の
健
康
野
菜
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
食
材
や
植
え
付
け
・
管
理
方

法
に
つ
い
て
の
説
明
会
・
試
食
会

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
農
林
部

農
務
課
、
各
振
興
事
務
所
振
興
課

に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

２
月
８
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

日
程
・
会
場　

い
ず
れ
も
13
時
か

ら
15
時
ま
で
で
、
次
の
と
お
り

２
月
14
日
▽
金
山
振
興
事
務
所

２
月
15
日
▽
市
役
所
下
呂
庁
舎

２
月
19
日
▽
馬
瀬
中
央
公
民
館

２
月
21
日
▽
小
坂
振
興
事
務
所

２
月
22
日
▽
市
役
所
萩
原
庁
舎

問
合
先　

農
林
部
農
務
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
４
１
０
）

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

審
査
員
が
、
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
あ
し
を
審
査

し
ま
す
。

問
合
先　

高
山
検
察
審
査
会
事
務

局
（
高
山
市
花
岡
町
２
・
63
）

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
４
０

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
５
８
・
２
６
２
・
５
１
２
１

森
林
研
究
所
重
点
研
究

課
題
成
果
発
表
会

「
植
物
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
の
健

康
増
進
成
分
に
関
す
る
研
究
」
に

つ
い
て
の
発
表
会
で
す
。

日
時　

２
月
17
日　

13
時
〜

場
所　

下
呂
総
合
庁
舎
（
下
呂
市

萩
原
町
羽
根
）

内
容　

県
森
林
研
究
所
職
員
の
研

究
成
果
発
表
、
県
科
学
技
術
顧
問

特
別
講
演

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
先　

岐
阜
県
森
林
研

究
所　

森
林
資
源
部

☎
０
５
７
５
・
33
・
２
５
８
５

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
は
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に
つ

い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
一
般
国
民
の
な
か
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の

下
呂
市
人
事

【
退
職
】

大
前
そ
の
子
（
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー

ラ
ン
ド
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

                              　

12
月
31
日
付

【
異
動
】

市
民
部
市
民
課
▽
中
島
祐
子
（
金

山
振
興
事
務
所
金
山
市
民
生
活

課
）、
健
康
福
祉
部
金
山
健
康
福

祉
課
▽
井
平
和
美
（
健
康
福
祉
部

健
康
課
）　　
　

  　

１
月
１
日
付

岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
派
遣
▽
青
木
里
恵
（
市
民
部

市
民
生
活
課
）　  　

２
月
１
日
付

歯舞（はぼまい）群島、色丹（しこたん）島、
国後（くなしり）島および択捉（えとろふ）
島の北方四島は、1855 年 2月 7日に署名さ
れた日魯通好条約によって日本の領土と確定
されました。以来、北方四島が外国の領土と
なったことはありませんが、現在はロシアに
不法占拠されています。北方四島の一日も早
い返還のためには国民がこの問題への理解と
関心を深め、世論を結集させることが重要で
す。そのため、政府は 2月 7 日を「北方領
土の日」と定めています。

２月７日は
「北方領土の日」

時間外や休日にも
住民票などを受け取れます
　住民票、印鑑登録証明書、税
証明などが、市役所の業務時間

内に電話予約することにより、

時間外や休日に受け取ることが

出来ます。

　  問合先　市民部　☎ 24-2222
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市長のコラム

「
２
０
０
７

年
問
題
」
と

い
う
言
葉
を

ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
。

２
０
０
７
年

か
ら
団
塊
の

世
代
が
相
次
い
で
60
歳
定
年
を
迎

え
る
こ
と
に
伴
う
、
退
職
金
負

担
、
労
働
者
不
足
、
消
費
へ
の
影

響
な
ど
、
企
業
や
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
を
指
し
ま
す
。
日
本
の
人
口

が
減
少
に
転
じ
る
時
期
と
重
な
る

た
め
、
政
府
も
対
応
策
の
検
討
に

乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
、
１
９
４
７
〜
４
９
年
に
生

ま
れ
た
約
８
０
５
万
人
の
人
た
ち

で
、
全
人
口
の
５
・
４
％
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
問
題
が
最
初
に
指

摘
さ
れ
た
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

業
界
で
、基
幹
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・

保
守
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者

が
大
挙
定
年
退
職
す
る
こ
と
で
、

シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
に
支
障
を

き
た
し
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感

が
広
が
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
５
年
間
に
支
払
わ
れ

る
退
職
一
時
金
は
約
50
兆
円
に
上

る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
企
業
経

営
を
圧
迫
す
る
こ
と
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
・
介
護

保
険
な
ど
に
与
え
る
影
響
も
大
き

く
、
退
職
後
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

よ
っ
て
は
、
預
貯
金
の
取
り
崩
し

に
よ
り
個
人
貯
蓄
が
減
少
し
、
消

費
だ
け
で
な
く
、
金
融
市
場
に
も

影
響
を
与
え
る
の
で
は
と
い
う
懸

念
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

少
子
化
の
進
行
で
日
本
の
人
口
は

２
０
０
６
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
始
め
、
労
働

力
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
な
問
題
を
抱

え
た
２
０
０
７
年
が
ま
さ
に
今
年

で
す
。
大
き
な
時
代
の
曲
が
り
角

に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
し

か
し
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
下
呂

市
に
と
っ
て
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
て
み
ま
す
と
、
退
職
後
に
や
り

た
い
こ
と
の
第
１
位
が
「
国
内
旅

行
」、
２
位
が
「
車
を
買
う
」、
３

位
が
「
海
外
旅
行
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
間
と
お
金
を
持
っ
た
団

塊
の
世
代
の
多
く
が
国
内
旅
行
に

目
を
向
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
観
光
立
市
下
呂
市
に
と
っ
て

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、こ
の
上
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

最
大
限
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

折
し
も
今
年
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と

地
方
自
治
体
、
観
光
団
体
等
が

協
働
で
実
施
す
る
大
型
観
光
宣

伝
「
ぎ
ふ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
岐
阜
県
を
対

象
に
大
々
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
下

呂
市
を
全
国
に
発
信
し
、
団
塊
の

世
代
を
受
け
入
れ
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。官
民
一
体
で
努
力
し
、

お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司

２００７年

チャンス

下呂温泉合掌村の土産物「かなう○
わ

バット」が、縁起物
として人気を集めています。受験
シーズンを控え、1月 10 日に
は湯之島の温泉寺で 680 本

の祈とうが行われま
した。

かなう○
わ

バット発売中　（１本 1,500 円）

  下呂温泉合掌村 で発売中
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語れる母親増やしたい  子育て支援グループ

にこにこサークル
　萩原地域を中心に活躍する子育て支援グループ

「にこにこサークル」（青木幸美代表）は、託児や交流

イベントなどを通じ、「子育ての楽しさや知識を若い

母親たちに伝えたい」と平成14年11月に誕生しました。

　サークルは、30歳代から60歳代の女性10人が、保

育サポーターとして個人や各種団体からの依頼を受

け託児を行っています。先輩から子育てのアドバイ

スを受けたり、情報を交換しながら互いに意識を高

めあってきました。

　「ココル」と名付けた親子交流イベントや「性につ

いて学ぶ会」を開き、乳幼児、幼児らの親子ふれあ

いの場、子育てに関する知識を高める場を提供して

います。他の子育て支援団体と連携をとって開催し

ているのも同サークルの特長です。

　昨年11月には、「食育」をテーマに輸入農作物の

農薬問題を取り上げ、ビデオで輸入作物の実態を紹

介。市内のトマト農家の女性が、プランターを使っ

た手づくり野菜を紹介し、「味覚が発達する子ども

のうちに本物の味を覚えさせて」と呼びかけました。

そして、同地域の母親で作る「姫りんご」の会が、「野

菜好きになって」の願いを込め、子どもたちにエプ

ロンシアターを披露しました。

　このほか、同サークルでは「心でとらえる性教育

が大切」と、園児から高校生までの保護者らを対象

とした勉強会を毎年開いています。

　同会のメンバーは、「いろいろな機会を通じて、子

育て経験者から学んだり、情報交換することが大切。

心に残る言葉をたくさん吸収できる学びの場を今後

も提供したい」と子育ての地域の力を高めようとが

んばっています。　　　　

　　　　　　　【問合先　青木　☎090-8953-6989】

「姫りんご」の２人によるエプロンシアターの上演。主人公のねずみが野
菜好きに変わっていく劇に、子どもたちは夢中。

昨年11月。ココルの会を終え、あんどの表情のメンバー

安心できる食材を子どもたちへ
と、市内農家で作る農愛会の青
木梅子さん（写真右）、今井晴
美さん（写真右から２人目）が
母親らに呼びかけました。

性教育・人権ネットワーク「地域と家庭と学校と」の代
表竹内美希代さんによる講話。腹に入る話と好評でした。

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房
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呂
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６
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番
地　

編
集
／
企
画
部
秘
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広
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子育て支援編


